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私たちの暮らしを守る大切な森林

　森林は木材を生産し、私たちの安全で快適な暮
らしを守るため、たいへん重要なものです。温暖
化防止、土砂流出防止や雨水を蓄えるなど様々な
機能を備えています。日本は国土のおよそ約 7割
が森林ですが、南九州市の森林面積も18,943ha
で総面積に占める割合は約 53％を占めています。
　この大事な資源をこれからも適切に管理していか
なければなりません。

薩
摩
半
島
の
５
市
18
町
の
森
林
組

合
が
、市
町
の
合
併
と
並
行
し
な
が
ら

合
併
を
重
ね
、平
成
18
年
７
月
に
７
市

（
南
九
州
市
、指
宿
市
、枕
崎
市
、南
さ

つ
ま
市
、鹿
児
島
市
、日
置
市
、い
ち
き

串
木
野
市
）の
組
合
が
合
併
し
、「
か
ご

し
ま
森
林
組
合
」が
発
足
し
ま
し
た
。

現
在
、南
九
州
市
川
辺
町
平
山
に
本

所
兼
南
薩
支
所
を
置
き
、鹿
児
島
支

所
、い
ぶ
す
き
支
所
、日
置
支
所
に
お
い

て「
国
土
保
全
、水
資
源
涵
養
、地
球

温
暖
化
防
止
な
ど
の
公
益
性
を
最
重

要
課
題
と
し
、地
球
の
森
林
・
林
業
・
木

材
産
業
発
展
と
環
境
保
全
の
た
め
に

努
力
し
て
い
ま
す
。

私
は
昭
和
50
年
に
知
覧
町
森
林
組

合
に
入
社
し
、松
く
い
被
害
地
へ
の
再

造
林
や
下
刈
り
に
汗
を
流
し
て
き
ま

し
た
。そ
の
頃
の
素
材
価
格
は
１
立
方

メ
ー
ト
ル
あ
た
り
３
万
円
か
ら
５
万
円

ま
で
で
取
り
引
き
さ
れ
て
お
り
、山
は

宝
だ
と
い
う
こ
と
で
、山
作
業
な
ど
熱

心
な
方
が
多
か
っ
た
で
す
。

昭
和
の
終
わ
り
か
ら
平
成
の
時
代

に
入
り
、外
材
が
安
く
手
に
入
る
よ
う

に
な
っ
て
、素
材
価
格
は
昭
和
時
代
の

３
分
の
１
程
度
に
な
り
ま
し
た
。そ
の

た
め
山
へ
の
関
心
が
薄
れ
、放
置
山
林

が
増
加
し
、境
界
不
明
箇
所
な
ど
も
出

て
き
て
お
り
、森
林
生
産
活
動
に
支
障

を
き
た
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

森
林
所
有
者
の
皆
さ
ん
、健
康
の
た
め

に
も
時
に
は
山
に
行
か
れ
て
み
て
く
だ

さ
い
。

現
在
、組
合
の
従
業
者
数
は
１
５
１

人
で
平
均
年
齢
は
40
歳
で
す
。林
業
作

業
も
最
新
機
械
が
導
入
さ
れ
、や
り
が

い
が
あ
り
、楽
し
い
、誇
り
あ
る
仕
事
と

言
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。国
土
の
約
７

割
は
山
で
す
。森
林
組
合
の
仕
事
は
限

り
な
く
あ
り
ま
す
。

かごしま森林組合
田中光一 代表理事組合長

地
域
の
山
林
を
支
え
る

　
　
　
　
　「か
ご
し
ま
森
林
組
合
」

地
域
の
山
林
を
支
え
る

　
　
　
　
　「か
ご
し
ま
森
林
組
合
」
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苗
木
づ
く
り
一
筋

川
辺
町
下
山
田  

遠
見
義
隆
さ
ん

遠
見
さ
ん
の

家
は
、代
々
、ス

ギ
な
ど
の
苗
木

を
作
っ
て
き
て

お
り
、義
隆
さ

ん
も
43
年
目
に

な
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。現

在
、妻
の
ト
ミ

子
さ
ん
と
二
人

で
ス
ギ
や
ク
ヌ

ギ
、抵
抗
性
マ
ツ
な
ど
の
苗
木
を
主
に
作
っ
て
い

ま
す
。

夏
場
は
苗
木
の
灌
水
、防
除
の
作
業
を
行
な

い
ま
す
。冬
場
に
だ
い
た
い
40
～
70
㎝
程
度
に

育
っ
た
苗
木
を
掘
り
取
り
、選
別
、出
荷
す
る
そ

う
で
す
。苗
木
作
り
の
難
し
い
と
こ
ろ
は
と
尋
ね

る
と
、「
20
年
く
ら
い
前
と
す
る
と
、花
粉
の
少

な
い
ス
ギ
な
ど
、育
て
る
木
の
種
類
が
増
え
て
き

た
。そ
れ
ぞ
れ
の
木
に
よ
っ

て
育
て
方
は
違
う
。ま
た
、

木
が
曲
が
ら
な
い
よ
う
注
文

の
あ
っ
た
規
格
に
合
わ
せ
る

の
が
大
変
で
す
」と
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

間
伐
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す

整
備
し
て
き
れ
い
な
山
に
！

入
社
し
て
４
年
目
の
木
場
さ
ん
と
11

年
目
の
遠
見
さ
ん
は
、主
に
森
林
の
間

伐
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、森
林
所
有

者
か
ら
事
業
の
同
意
を
い
た
だ
き
、手

続
き
な
ど
の
事
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
研
修
を
終
え
て
事
務
を
行
う
よ

う
に
な
っ
た
木
場
さ
ん
は
、「
山
主
さ
ん

か
ら
事
業
同
意
を
得
る
の
は
難
し
い
で

す
が
、こ
れ
か
ら
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」、

ま
た
、遠
見
さ
ん
は
、「
昔
は
ど
の
山
も

同
じ
よ
う
に
見
え
て
い
た
が
、最
近
で
は

こ
の
山
林
は
整
備
さ
れ
て
い
て
き
れ
い

だ
な
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。間
伐
事

業
は
補
助
金
と
間
伐
材
の
売
り
払
い
で

山
主
さ
ん
に
一
部
還
元
で
き
る
良
い
事

業
な
の
で
、ぜ
ひ
協
力
を
お
願
い
し
た

い
」と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

南
薩
木
材
加
工
セ
ン
タ
ー

は
、地
元
で
育
っ
た
森
林
資
源

を
有
効
活
用
し
よ
う
と
南
薩

地
区
の
旧
２
市
５
町（
現
在
の

南
九
州
市
、南
さ
つ
ま
市
、枕
崎

市
）の
木
材
業
、森
林
所
有
者
、

市
が
出
資
し
て
、第
３
セ
ク
タ
ー

方
式
に
よ
り
平
成
４
年
に
設
立

し
、木
材
加
工
施
設
を
整
備
し

ま
し
た
。そ
の
後
、乾
燥
・
加
工

施
設
、防
腐
・
防
蟻
処
理
施
設

を
増
設
、製
材
機
も
最
新
機
械

の
導
入
に
よ
り
、処
理
能
力
が

増
え
、南
薩
地
域
を
中
心
に
、高

品
質
で
多
様
な
木
材
製
品
を

加
工
し
、販
売
し
て
い
ま
す
。市

の
公
共
施
設
に
は
主
に
本
施
設

か
ら
の
も
の
が
使
用
さ
れ
て
い
ま

す
。木
材
価
格
は
長
く
低
迷
し
て

い
ま
す
が
、こ
れ
か
ら
も
地
元
の

木
材
を
集
荷
し
、よ
り
良
い
木
材

製
品
を
市
内
外
に
供
給
し
て
い

き
ま
す
。

（株）南薩木材加工センター
竹場憲明 専務取締役

かごしま森林組合
遠見佑咲さん　木場康介さん

南
さ
つ
ま
の
木
の
工
場

南
薩
木
材
加
工
セ
ン
タ
ー
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市
で
は
、１
０
９
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
森
林
を

所
有
し
て
い
ま
す
。現
在
、市
有
林
の
売
り

払
い
収
入
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、昭

和
の
時
代
は
町
の
貴
重
な
財
源
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。

● 

町
有
林
の
現
況

町
村
合
併
に
よ
っ
て
川
辺
町
の
町
有
林

は
３
９
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
な
っ
た
。こ
の
ほ
か

１
２
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
官
有
分
収
林
が
あ

り
、立
木
蓄
積
量
は
お
よ
そ
４
万
７
千
㎥
と

推
定
さ
れ
て
い
る
。町
有
林
は
貴
重
な
財
源

と
な
っ
て
お
り
、年
々
数
千
万
円
の
収
益
を

上
げ
て
い
る
。

※�

昭
和
48
年
の
町
有
林
の
収
支
で
は
約
５
，

４
８
０
万
円
の
収
益
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
川
辺
町
郷
土
史
か
ら一
部
抜
粋
）

● 

町
有
林
立
木
売
払
代

予
算
総
額
と
税
収
な
ら
び
に
町
有
林
の

収
入
を
見
る
と
、役
場
庁
舎
の
建
設
を
行
っ

た
昭
和
37
、38
年
度
に
は
、実
に
税
収
の

６
９
・６
％
、７
６
・６
％
の
町
有
林
の
収
入

が
確
保
さ
れ
両
年
度
で
５
，３
６
８
万
円
の

収
入
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、当
時
、い
か
に

町
有
林
に
依
存
し
て
い
た
か
が
わ
か
る
。昭

和
50
年
代
後
半
か
ら
は
、輸
入
外
材
な
ど
の

関
係
で
国
内
材
は
価
格
の
低
迷
が
続
き
、現

在（
昭
和
60
年
以
降
平
成
12
年
）は
税
収
の

１
％
前
後
の
収
入
と
な
っ
て
い
る
。

（
知
覧
町
郷
土
史
か
ら一
部
抜
粋
）

　およそ樹齢15 年以上の混み合ってきた森林では、木全体
に日の光が届かなくなり、木の成長が衰えてしまいます。そこ
で成長の悪い木や曲がっている木を伐採して本数を減らし、
残った木の成長を促進させます。この作業を「間伐」といい
ます。間伐を行わず暗くなった森林では、地表がむき出しに
なり、雨で表土が流れ去っています。間伐を行うことによって
地表まで光が入り、植物も生え、表土の流出が抑えられます。
　間伐は健全な森林づくりの基本です。 間伐した森林 間伐していない森林

　山林での作業は、高性能機械などの導入により以前に比べ格段に効率
化が図られています。しかし、斜面での作業やハチ刺されの被害など危険
も伴います。安全面には十分配慮しながらの作業となります。

　かごしま森林組合では、「緑の雇用育成事業」を活用
して多くの林業技術者を雇用しています。「緑の雇用育
成事業」は、山での作業の未経験者の方でも林業の仕
事ができるよう、必要な資格の取得に加え、基本的な知
識・技術などの習得のため研修を行うものです。森林を
守り育てる仕事をしたい方、ぜひ、かごしま森林組合の
ホームページをご覧になるかお問い合わせください。

造　材

フェラーバンチャ プロセッサ

伐　倒

フォワーダ 

素材運搬

ウィンチ付きグラップル

集　材

ザウルスロボ

作業路作設

昭和 35 年頃の山の作業　写真提供　鹿児島県

再確認！間伐はなぜ必要か

高性能機械での作業

昭
和
50
年
代
ま
で

森
林
は
貴
重
な
町
の
財
源
で
し
た
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温暖化対策に貢献しよう！
「かごしまエコファンド制度」

　県では、市町村が森林整備を行うことによって得
られるCO₂ 排出量の埋め合わせとして販売する「か
ごしまエコファンド制度」を推進しています。
　この制度は、企業などが CO₂ の排出削減やかご
しまエコファンドを通じたクレジットを購入し、その
販売代金が県内の温暖化対策の取り組み（照明の
LED化など)に利用されます。ぜひご参加ください。

○制度利用のメリット・・・
　�　地元の地球温暖化対策に貢献でき、環境に貢献していることを皆さんに
アピールできます。
○市の取り組み
　�　「万之瀬川��緑と水のエコプロジェクト」において、道の駅「川辺やすら
ぎの郷」の照明電球を省エネルギー型の電球などへ順次転換するなど、
クレジット販売代金を活用しています。

　多くの企業などが取り組みに賛同し、南九州市が行った森林整備による
クレジットを購入しています！

かごしま環境フェア実行委員会、新エネルギーフェア実行委員会、県農業・農
村振興協議会、米盛建設（株）、かごしまみどりの基金、日研高圧平和キドウ（株）、
県防水工事協同組合、（株）ファイル、（社医）愛心会 生見クリニック、南薩食
鳥（株）、エヌチキン（株）、南薩地域植樹祭実行委員会、（株）大成寺工務店、
知覧ねぷた祭り実行委員会、県森林土木協会、再生可能エネルギーフェア実行
委員会、県グリーンマスターの会、県環境技術協会

【お問い合わせ】頴▢農林水産課  林務水産係

　『緑の募金』は森林の整備や緑化の
推進に活用され、さまざまな「森づ
くり・人づくり」活動の活性化につ
ながります。
　南九州市みどりの推進協議会では、
２月１日から４月 30 日までを募金
期間として、活動を行っています。
この募金は学校や公民館など地域の
緑化および森林の整備などに使われ
ます。１世帯あたり 200 円の募金を
目標にしています。ご協力をよろし
くお願いします。

森林学習、木工教室
～森林とふれあおう～

　南九州市みどりの推進協議会では、森林とふれあい、様々
な体験をとおして、木に親しみ、森林について関心を持って
もらおうと、かごしま森林組合などに協力してもらい体験学
習を開催しています。

森林体験学習

シイタケの駒打ち

木工教室


